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指標の基準値の定義 目標値の考え方（根拠）

地域・子どもふれあい事業実施率

基準値

H17事業数237回／H17実施目標事業数230回

H17延参加者数13,816人／H17参加見込み者数13,800人

指定地区事業実績額／指定地区事業目標額×100

実施目標事業数を前年比5%増に設定し、目
標値とする。（230回＝1地区10事業×23地
区）

平成19年度（決算）

615,890 7,596

104,570

事業費/
人員

指標１
（単位：回）

事業費/
人員

指標２
（単位：人）

事業費/
人員

100.0 100.0 100.0100.0

265

15,974 16,772

目標値

278

13,600

212

目標値 実績値 実績値実績値 目標値 目標値

参加見込み者数を前年比5%増に設定、目標
値とする。（13,800人＝60人×230回）

各年度ごとの指定地区の事業達成率

15,214

230.0 253

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標

青少年の健全育成を推進するため家庭､地域、学校と連携し社会環境の健全化及び啓発活動を行うと共に､各地区において連携の場
となっている健全育成組織等の活動を支援する。
　地域における子どもの居場所、体験の機会の提供をねらいとして｢地域・子どもふれあい事業｣を実施するとともに、健全育成に関する
児童､生徒の絵画､作文､標語の募集や「家庭の日」写真コンテスト等による啓発活動を行っている。（青少年課）
　「人間性豊かな子どもの育成」と「いきいきとした市民の活動」の実現ため、学校、地域、家庭が連携し、学校教育と社会教育がそれぞ
れの機能を生かしながら、協働するための環境を整備する。（総合学習センター）

２　事業費・人員      　　　　　　　　　　　　     （単位：千円）

年度 増減の主な理由

３　成果・活動指標

平成17年度（決算）

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

合計

事業費

人件費

指標名

720,460

＊人件費は、職員一人あたり　Ｈ17：805万円、Ｈ19：805万円として算定。人口は、66.7万人（Ｈ18.4.1現在）、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）とした。

構成事務事業変更による減

923 11

7,596

14220

健康福祉局

青少年課

１　施策の目的・概要（目的はわかりやすく記入）

浅見　行彦課長名

指標４

指標３

学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

第４章　人間性豊かな子どもを育成します

第2節　青少年の健全育成

家庭・地域の教育力の充実と学校との連携強化

地域・子どもふれあい事業参加率

学校と地域の協働推進事業実施率

指標２

指標１

指標５

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

13,800

100.0指標３
（単位：％）

事業費/
人員

◆総合計画における位置付け等 平成20年6月　日記入

平成20年度　施策評価シート

事業費/
人員



4　2　1

前回（Ｈ18）評価結果との比較分析

4　2　1

合計

１次評価

Ｂ

２次評価評価基準に沿った評価を行う必要がある。
⇒評価基準に従い、有効性の評価点を「４点」⇒「２点」に修正し、１次評価を「Ａ」⇒「Ｂ」に修正した。

4
評価結果に基づく区分（２項目の合計点数による）

　Ａ（6点以上）　　Ｂ（5点・4点）　　Ｃ（3点以下）

７　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

Ｂ

６　課題と解決策（現状または、評価結果から）

市民満足度調査
により市民ニーズ
を把握し、市民の
立場に立って事業
展開している

評価基準・
着眼点

評価点

4　2　1

4　2　1

４　市民満足度調査結果（平成20年度実施分）
○この施策の満足度は3.030で121施策の中で106番目。
○重要度は3.910で55番目である。
○改善要望度は0.1410で37番目である。
○年齢別にみると、満足度は70歳以上で最も高く、40代で
最も低くなっている。重要度は30代で最も高く、60代で最も
低くなっている。
○地区別にみると、満足度は西部で最も高く、南部で最も
低くなっている。重要度は北部で最も高く、津久井で最も低
くなっている。

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施し
ている

視点の
種類

５　１次評価（２つの視点から評価を行う）

有効性

Ｈ18評価点

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

８　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

Ｂ

課題
　少子化や核家族化に伴う地域コミュニティの希薄化、また、家庭や地域の養育機能の低下など青少年を取り
巻く社会環境が大きく変化している中で、青少年の健全育成を地域や家庭に浸透させるため、効果的に事業を
進めることが必要と思われる。

解決策
　昨年度より実施した１１月の全国青少年健全育成強調月間の啓発のほか、健全育成啓発作品及び「家庭の
日」写真コンテストの募集放送を今年度から実施し、啓発活動の充実を図る。

市民満
足度

家庭・地域の教育力の充実と学校との連携強化

津久井

南部 西部
北部

70歳以上

60代
50代

40代

30代

20代

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.178

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　

←
　
重
要
度
　

→
　
低
い

平均　3.859



コード 14220

構成事務事業一覧

単位：千円

事務事業
担当課

構成事務事業
Ｈ19決算見込

（事業費）
Ｈ20予算
（事業費）

Ｈ21見込額
（事業費）

事業効果
の高い

指標番号

前回の
優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17決算額
（事業費）

Ｈ１７合計
（人件費含む）

青少年課 青少年問題協議会経費 209 299 299 法 0.15 253 1,461

青少年課
青少年健全育成環境づくり

事業
7,083 7,254 7,254 1 1 0.50 7,042 11,067

生涯学習課 ＰＴＡ育成費 2 0.24 594 2,526

生涯学習課 家庭教育啓発費 3 0.10 1,673 2,478

こども施設課 児童クラブ整備費 再掲 1.00 57,031 65,081

こども施設課 こどもセンター建設事業 再掲 2.00 7,581 23,681

こども施設課 こどもセンター運営費 再掲 3.50 225,943 254,118

こども施設課 児童クラブ管理運営費 再掲 4.20 212,497 246,307

こども施設課 児童館管理運営費 再掲 1.00 58,742 66,792

こども施設課
民間児童クラブ運営費補助

金
再掲 0.30 44,534 46,949

総合学習セン
ター

学校と地域の協働推進事業
304 580 505 3 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

7,596 8,133 8,058 12.99 615,890 720,460

家庭・地域の教育力の充実と学校との連携強化


